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1. 京都府においても新型コロナウイルス感染症の第 5 波の爆発的な感染拡大がとまりま

せん。京都府内の医療機関では、治療に時間的余裕のある待機的な入院治療を延期す

るなどして、新型コロナウイルス感染症に対応していますが、すでに救急医療の応需

困難例が多発しており、医療はひっ迫しています。すなわち、通常医療はすでに圧迫

され一部が制限されています。 

新規感染者数が減少しない限り、このままではおそらく 1-2 週間の間に新型コロナ

ウイルス感染症のみならず脳卒中や心臓病あるいはがんなどの治療ができなくなり、

救うべき命が救えなくなる医療崩壊に陥る可能性が非常に高いと考えられます。 

 

2. 新型コロナウイルス感染症の新規感染者数を減少させるには、人流を減らすことが不

可欠です。新型コロナウイルス感染症対策分科会の尾身茂会長からは５割削減すなわ

ち昨年の第１回緊急事態宣言時のような人流の削減が必要との提言がなされていま

す。 

京都府民の皆様には、医療崩壊を回避するために、不要不急の外出を何卒我慢して

いただきますようお願い申し上げます。感染のリスクは決して飲酒を伴う会食だけで

はありません。飲食にかかわらず、マスクを着用しない状況での会話は感染リスクを

伴います。是非自分を守り、家族や大事な人を守る行動をとってください。 

 

3. 京都府における医療崩壊を防ぐ、あるいは少しでも遅らせるためには、緊急事態宣言

の発動が不可欠であると考えます。すでに 8 月 8 日の全国知事会の緊急声明にありま

すように、国は緊急事態宣言や「まん延防止等重点措置」の発動については知事の要

請に即座に対応してほしいと切に希望します。 


